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提示する。第3節では，「包括利益は受託責任評価に関する追加的情報を提供
する」という仮説を検討するために，包括利益を開示する理論的根拠を提供
していると考えられる Edwards and Bell著の The Theory and Measurement of
Business Income（以下，Edwards and Bell学説という）と Sterling著の Toward
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である。そこで，本節では公正価値会計の前身ともいうべき時価会計を提唱し
た Edwards and Bell学説と Sterling学説を分析する。












































































































































































次のように数式化する。すなわち，期首を t 時点，期末を時点とする T
期間における企業 f の純利益（）は，企業 f の時点における個々の資産
の売却時価総額（）と企業 f の t 時点における個々の資産の売却時価総額
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